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農産物中の残留農薬の検査結果 
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平成 26 年度および 27 年度に実施した農産物中の残留農薬の行政検査結果をまとめた。検査総数 564 検

体について分析した結果、殺虫剤のべ 157 件、殺菌剤のべ 135 件を検出した。このうち、食品衛生法の

残留基準値を超えた事例はバナナからビフェントリンが検出された 1 件のみであった。 
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 食品中の残留農薬等を規制するポジティブリスト制

度が導入されて約 10 年が経過した。現在、約 800 化合

物について、残留基準値が設定されているが、当所で

は、迅速簡便化に重点をおいた一斉分析法 1-3)を開発し、

ポジティブリスト制度への対応を行ってきた。また、

平成 20 年度から平成 24 年度までの 5 カ年計画となる

「大阪府食の安全安心推進計画」の中で、残留農薬検

査における項目数の拡充を目標に掲げ、131 項目（平

成 19〜21 年度）、153 項目（平成 22〜23 年度）、200 項

目（平成 24〜25 年度）と順次拡充を図ってきたところ

である。 

 一方で、平成 19 年および平成 22 年に厚生労働省か

ら通知された「食品中に残留する農薬等に関する試験

法の妥当性評価ガイドライン」4,5)（以下、ガイドライ

ン）により、分析精度の確認を目的とした妥当性評価

の実施が試験機関毎に求められることとなった。当所 

では、代表的な農産物であるほうれんそう、きゅうり、 
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ばれいしょ、玄米、りんごおよびウーロン茶等 15 種類

について妥当性評価を実施し 6,7)、残留農薬検査の標準

作業書を改訂した。今回、妥当性評価結果を踏まえて

実施した平成 26 年度および 27 年度の行政検査結果を

総括したので報告する。 

 

実験方法 

 

1. 試料 

 平成 26 年 5 月から平成 28 年 2 月の間に搬入された

564 検体（国産農産物 266 検体、輸入農産物 298 検体）

を対象とした。検体の内訳を表 1 に示した。 

 

2. 測定対象農薬 

 表 2 に示したのべ 221 項目の農薬を対象とした。 

 

3. 農薬標準品および試薬 

 農薬の標準品は、和光純薬工業（株）、関東化学（株）、

Riedel-de Haën及びDr. Ehrenstorfer GmbH製の残留農薬

分析用標準品又は同等品を用いた。各標準品をアセト

ン、またはメタノールで溶解し、1000 ppm 標準溶液を

調製した。各標準溶液を分析機器別に混合し、標準混

合溶液を調製した。アセトニトリル、アセトン、トル

エン、ヘキサン、塩化ナトリウム、クエン酸三ナトリ

ウム二水和物、クエン酸二ナトリウムセスキ水和物、

無水硫酸マグネシウム、トリフェニルリン酸、ポリエ

チレングリコール300は既報 6,7）に準じた。精製用カ
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ラムには、グラファイトカーボンブラック(GCB)/PSA

積層カラム(ENVI-CarbII/PSA, 500/500 mg；SUPELCO

製)、GCBカラム（ENVI-Carb, 500 mg；SUPELCO 製）、

オクタデシルシリル化シリカゲル（C18）カラム

（ENVI-18, 1000 mg；SUPELCO製）およびシリカゲル

（SiL）カラム（InterSep SI, 1000 mg,ジーエルサイ

エンス（株）製）を使用した。 

 

4. 器具および機器 

 使用器具および機器は既報 6,7)に準じた。使用機器の

概略を以下に記す。 

4-1）GC-MS/MS装置 

GC：7890A（Agilent製）、MS/MS：7000B（Agilent製）、 

分析カラム：DB-5ms（30 m×0.25 mm, 0.25 m；Agilent

製）、イオン化方式：EI 

4-2）LC-MS/MS装置 

LC：NEXERA（(株)島津製作所製）、MS/MS：4000QTRAP

（ABSciex製）、分析カラム：ACQUITY UPLC HSS T3（1.8 

m; 2.1×100 mm；Waters製）、プレカラム：ACQUITY 

UPLC HSS T3（1.8 m; 2.1×5 mm；Waters製）、イオ

ン化方式：ESI（ポジティブ）  

 

5. 前処理方法 

 当所の残留農薬検査実施標準作業書に従った。試験

法の概略を図 1 に示す。なお、定量限界はいずれの農

薬も 0.01 ppm であった。ただし、茶の熱湯抽出液を試

料として用いる場合（試験法 V）のみ、定量限界を 0.05 

ppm とした（アセタミプリド、ジフェノコナゾール、

ジフルベンズロン、ジメトエート、テトラコナゾール、

テブフェンピラド、ピラクロホス、フルフェノクスロ

ンの計 8 項目）。 

 

結果および考察 

 

1. 検体搬入実績 

 農産物の特性および精製方法を考慮し、農産物を 12

種類の「類型」に分類した 8）（表 1）。各類型において、

代表的な農産物 1〜2 種を「基幹食品」として選定した。

これらの農産物については、ガイドラインに沿って妥

当性を評価した。各類型における分析項目は、基幹食

品で妥当性が確認できた農薬を選定した（表 2）。なお、

基幹食品が複数の場合は、それらの共通項目とした。 

 表 1 に検体搬入実績を示した。2 年間の総検体数は

564 件であり、このうち国産農産物が 266 件、輸入農

産物が 298 件であった。検体搬入数が多い農産物は、

国産がだいこん（27 件）、きゅうり（24 件）、たまねぎ

（22 件）、玄米（20 件）であり、輸入ではバナナ（58

件）、オレンジ（41 件）、グレープフルーツ（38 件）、

キウィー（20 件）であった。多くの農産物は、国産あ

るいは輸入どちらかに偏る傾向が高いが、ブロッコリ

ー、かぼちゃ、ねぎおよびメロンは、国産と輸入の搬

入件数がほぼ同等であった。 

 

2. 農薬検出状況 

 全 564 検体中、何らかの農薬が検出された検体数は

193（検出率 34％）であった。国産と輸入で検出率を

比較すると国産が 24％（266 検体中 65 検体）、輸入が

43％（298 検体中 128 検体）となり、輸入農産物に検

出率が高い傾向が認められた。過去の報告 9-15）から、

野菜・穀類と比較して、果実は農薬検出率が高く、輸

入農産物中に果実の搬入割合が高いことが要因と考え

られた。 

 類型別検出農薬を表 3 にまとめた。検出率の高い農

産物は、レモン（100％）、グレープフルーツ（95％）、

ぶどう（83％）、ピーマン（パプリカ）（78％）、きゅう

り（75％）、その他のかんきつ類（75％）、小松菜（75％）

であった。野菜ではウリ科野菜（類型 3）の検出率が

高く、果実（類型 8.9.および 10）では全般的に検出率

が高い傾向が認められた。その中には複数の農薬が同

時に検出される検体も数多く確認された。表 4 に複数

農薬が検出されやすい農産物を示した。ピーマン（パ

プリカ）、りんご、かぼちゃおよびぶどうは、複数農薬

が検出される事例が多く、5 項目以上の農薬を 1 検体

から同時に検出する事例も認められた。一方、芋類・

根菜類（類型 6）、たまねぎ（類型 5）およびキウィー

（類型 9）からの検出率は低かった。 

 検査対象となる農薬 221 項目のうち 2 年間で検出実

績があったのは、42 項目であった。検出頻度の高い農

薬は、殺虫剤ではクロルピリホス（48 件）、イミダク

ロプリド（24 件）、アセタミプリド（23 件）、殺菌剤で

はピラクロストロビン（38 件）、プロシミドン（21 件）、

ボスカリド（18 件）、アゾキシストロビン（17 件）で

あった。このうち、イミダクロプリドおよびボスカリ

ドは項目拡充に伴い、平成 26 年度から検査対象となっ
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た項目であった。これらの検出頻度の高い農薬は、不

特定多数の農産物から検出されるのではなく、特定の

農産物から検出される傾向が認められた。表 5 に特定

農産物から高頻度に検出された農薬を示した。ピラク

ロストロビン（グレープフルーツ）、メチダチオン（そ

の他のかんきつ類）、テトラコナゾールおよびボスカリ

ド（ピーマン（パプリカ））、クロルピリホス（レモン）

等は当該農産物における検出率が 60％を超過し、特に

高頻度で検出される組み合わせであった。我々は過去

にも農産物中残留農薬の検査結果について報告を行っ

ている 9-15）。前回 14, 15）の農産物と検出農薬の組み合わ

せと比較すると、高頻度に検出される組み合わせの事

例が増大していた。これら高頻度に検出する組み合わ

せの増大傾向は、検査項目の拡充によるものと推察さ

れた。 

 

3. 農薬検出濃度について 

 農薬が検出された 193 検体の検出濃度は、ほとんど

が食品衛生法で定められている残留基準値の 20％未満

であった。全ての農薬検出値の残留基準値に対する割

合を図 2 に示した。その結果、基準の 10％未満となる

検出値が全体の約 90％を占めた。 

 平成 26 年度および 27 年度の検査において、食品衛

生法の残留基準値を超過した事例は、バナナから殺虫

剤のビフェントリンが検出された 1件（検出値 0.2 ppm、

基準値 0.1 ppm）のみであった。過去の大阪府の行政検査

における違反事例は、平成 22〜23 年度が 3 件、平成 24

〜25 年度が 4 件であり、平成 26〜27 年度の違反事例は

減少傾向にあった。これらは、農薬の散布状況を示すと

考えられ、日本の基準を遵守した食料生産が国内外で

行なわれていることが推察された。 

 

4. 今後の対応 

 残留農薬分析において、より多くの食品に適用可能

な迅速一斉分析方法の開発は重要である。ガイドライ

ンが導入されて以降、対象食品毎の分析精度について

も評価が求められている。検査業務と並行し、引き続

き妥当性評価の実施を行う予定であるが、その作業に

は、膨大な時間と労力が必要である。今後、限られた

時間と人員で対応するためには、評価対象とする食品

や農薬の「優先順位付け」が重要な課題となる。 

 今回報告した行政検査結果の検体搬入実績や検出状

況は、今後の優先順位を決める上で、非常に有用なデ

ータであると考えられた。これらのデータを活用し、

行政検査へ反映するとともに、今後も府内に流通する農

産物の安全性確保に努める予定である。 

  

分析検体の搬入に御尽力いただきました大阪府健康医

療部食の安全推進課および各保健所の食品衛生監視員

の皆様に深謝致します。 
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